2004年小出記念シンポジウム用アンケート　（FAX送付:0422-33-3631　ICU JLP小澤宛）

2004年度シンポジウム「『溝』を越える」に関するアンケート　　2004.1.18
小出記念日本語教育研究会では、2004年7月3日（土）に姫路獨協大学にて研究会を開催します。今年の研究会ではシンポジウムに 「『溝』を越える」（仮題）というテーマをとりあげ、日本語教育を行っていく上で日本語教師が感じる様々な「溝」について考えたいと思っています。皆さんも例えば次のような「溝」をお感じではないでしょうか。

①行政と日本語教育現場、組織内での管理者側と教師など、権力・決定権を持つ側と実際の教育を行う側の間にある認識・立場・地位の違いなどの「溝」

②日本語教師（同士）や日本語関係以外の教師、教師以外の同僚をはじめ関係者との間にある価値観・知識・経験・性格・専門性の違いなどの「溝」

このような溝は、日本と海外、国内では東京と地方、同じ県の中の地域と中央、組織の内部・・・など、様々な場所に存在し、私たちを「溝」の向こうとこちらとに分け隔ててしまいますが、それらは現場の改善あるいは快適な職場環境の構築などへの障害となりかねません。研究会ではそのような「溝」を「こちらとあちら」にいる者相互が認識し合い、「溝」を乗り越えて歩み寄る方法を模索したいと考えています。

そこで、シンポジウムの内容決定に先立ち、日本語教師がどのような「溝」を感じているかを把握するためのアンケートを実施することになりましたので、ぜひご協力下さい。アンケートの結果はこの目的以外では決して利用しないこと、また、個人名など個人が特定されるような内容は一切公開しないことをお約束致します。

なお、アンケートに関するお問合わせと回答の送付は研究会事務局ではなく、

研究委員の小澤へお願い致します。

＜アンケート〆切＞

2004年32着ちゃくの学ときょうだいがく　















































































































22月8日（月）
＜回答の送付ならびに問合せ先＞
〒181-8585　東京都三鷹市大沢3-10-2

　　　　　　国際基督教大学　日本語教育課程　　小澤伊久美　宛
ＦＡＸ　0422-33-3631（小澤宛とご記入の上、御送付下さい）

電子メール　ozawa@icu.ac.jp（件名は「小出記念アンケート回答」にして下さい。）

※アンケートの電子ファイルのダウンロード並びにインターネット上での回答は次のウェブページで可能です。

　　http://subsite.icu.ac.jp/people/ozawa/koide/2004/Q.html
※研究会のあらましはこちらをご覧下さい　http://subsite.icu.ac.jp/people/ozawa/koide/

回答以外の選択肢を削除するか「回答：　」覧に記号を記入して下さい。



１　年齢：20代／30代／40代／50代／60歳以上

　　回答：　　　　　　

２　日本語教師養成講座を受講しましたか。→　　はい　／　いいえ
　　回答：　　　　　　

３　個人指導を含めた日本語教育歴：

　　回答：約（　　）年　※１年未満なら→（　　）ヶ月

４　現在までに日本語を教えたことのある機関の種類と所在地

　　※教えたことのある機関の所在地のみ記入（機関の種類を記号で書く必要はなし）

　　　　機関の種類　　：　（都道府県名--海外の場合は国名と都市名）
a. 小学校・中学校・高校：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
b. 大　学　　：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

c. 日本語学校：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

d. 各種日本語教室（NPO, NGO,国際交流団体など）：（　　　　　　　 　　　　　　）

e. その他（　　　　　　　　　　　　）：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


1. 「溝」を感じたことがありますか。　→　はい（2へ）／いいえ（アンケート終了）

　　回答：　　　　　　

　　　　　　　　　　
２.(１)誰に対して(２)何がきっかけで「溝」を感じます（ました）か。

（1） 誰に対してですか。（複数回答可）
a　所属組織に影響力を持つ機関など（市町村や国の行政的組織など）
b　組織の長・責任者--日本語教育の専門家以外の場合（経営者や学長など）

c　組織の長・責任者--日本語教育の専門家の場合（日本語科主任など）

d　組織内にいる日本語教師以外の者（他教科の教師・事務など）

e　同僚である日本語教師

f　職場が異なる日本語教師（先輩・後輩、友人など）

g　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　回答：　　　　　　

（２）何がきっかけとなって「溝」を感じましたか。（複数回答可）

a　組織の方針・やり方・システム・待遇など（の変更）を知ったとき

　（例：給与・授業数の増減やカリキュラム・クラス編成の変更など）
b　人から何か行為をされたり、アドバイスや指示を受けたりしたとき

　（例：教室運営の仕方についてアドバイスや指示を受けたとき）

c　人の行動や発言を見たり聞いたり読んだりしたとき

　（例：他の教師が作ったテストを見たり、他人の評判を聞いたりしたとき）

d　何かの提案やアドバイスをしたとき

　（例：カリキュラムや教え方について自分から意見を言ったとき）
e　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　回答：　　　　　　

（３）強く感じている「溝」の内容を具体的に書いて下さい。（複数事例の記入可）
３．その「溝」は何が原因で生じる（生じた）と思いますか。（複数回答可）

a　情報・知識の相違
b　関係者間の力関係
c　意思決定における権限の有無

d　経験の相違
e　能力の相違
f　教育観などの価値観の相違

g　熱意の違い
h　組織の運営や編成の仕方など予め決まっている制度的問題

i　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　回答：　　　　　　


４．その「溝」を越えるために何かしましたか。
　　回答：　はい（（1）に回答して５へ）／いいえ（（2）に回答して５へ）
(1)その「溝」を越えるためにどんなことをしましたか。

· その結果「溝」は越えられましたか。

回答：はい／いいえ（理由も書いて下さい）
越えられなかった理由：

(2)「溝」を越えるために何もしなかったのはなぜですか。（複数回答可）
ａ　経費がかかるから

　　ｂ　時間・手間がかかるから

　　ｃ　個人的な問題だから（例：人は人だから他人のことにはあえて口を挟まない）

　　ｄ　根本的な認識の違いがあって互いに妥協できそうもないから

　　ｅ　相手に絶対的な権力があり、何をしても無駄だと感じるから

　　ｆ　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

回答：　　　　　　

５．何かご意見・コメントがありましたらご自由にお書き下さい。
以上です。ご協力ありがとうございました。


















-1-

